
実施日時 ： 平成２８年６月２７日（月）１９：３０～２０：３９

参　加　者： 59名（市民　38名、職員　21名）

No 質問内容 お答え（概要） 対応状況・今後の方針 担当部署

1

①市道拡幅道路工事(産業道路へ接続する)につ
いて、安全確保が出来ていない(通学路の安全対
策、交差点表示や安全標識が無い・白線が消え
ている。）。また、いつ完成するのか。
②中山川の堤防について、３～５㎝段差がある。
防波堤の割れ、道路の陥没等あるが、どういう管
理をしてもらえるか。

【建設部長】
①市道について、土地所有者と調整している最中ですが、出来るだけ早く対応致します。先端
にガードレールは設置していますが、最終まで早めにもっていきたいと考えております。なお、白
線の消えている箇所はすぐに対応したいと思います。通学路の安全確保については、学校・警
察と連携して毎年行っているので、その中で対応したいと思います。
【県・河川港湾課長】
②右岸・左岸とも老朽化の点検をしているところです。今年、予算を確保しているので設計・計画
を立てたいと思います。補修については、その後、補修だけで良いか、全てやり直すのか等の計
画を立てる予定です。
　堤防については、平成26年から毎年点検をしており、現地も把握していますが、指摘場所につ
いては、たちまち危険な状態ではないと判断しています。

― ・建設部

2

①加茂川の土砂の堆積について、古川橋より下
流の除去についてはどう考えているか。
②堤防の耐震化について、禎瑞の東側の堤防
は、南海トラフの地震等、どれくらいの地震に耐え
られると考えているか。また、耐震化の計画の進
捗は昨年からどうなっているか。
③禎瑞中組から上組の堤防について、嘉母神社
の前あたりで、加茂川が増水した時に越水してい
るので不安である。この対策についてどう考えて
いるか。(ダムの放流時にも越水しているとの追加
意見あり)

【県・河川港湾課長】
①加茂川の土砂については、現在、撤去は予定していません。しかし、市からの要望もあるの
で、現地を確認したいと思います。
②堤防の耐震化については、予算化はされていますが、国の指針が変更となり、秋頃に新たな
指針が出る予定です。このため対応は来年度となるかもしれません。しかし、加茂川の右岸・左
岸とも耐震化が必要な結果となっているので、対応は考えていきます。
　耐震化とは、国の指針では、1,000年に1度ではなく、100～150年に1度の地震に対する耐震
化です。
③堤防の越水については、把握していないので、市と現地を確認致します。老朽化であれば対
応出来ますが、耐震化であれば、その対応は、少し待っていただくことになります。

【①について】
・当該箇所は、「干潟」が形成され、治水面では河積阻害が発
生するため、適切な土砂撤去が必要であると考えています。
　しかし、一方では、貴重な生物が生息していることから、生
体面への配慮を行いながら対応する必要もあります。
　このため、どのように施工するべきか、今後検討して参りたい
と考えています。
【③について】
・現地を確認したところ、コンクリート護岸の老朽化によって、
打継目の段差が顕著となっている状況でした。
　しかし、漏水や、堤防本体の陥没は確認されておらず、緊
急に対応を要する状況ではないものと判断しています。
　なお、当箇所の堤防の点検を行い、必要に応じ対応を検討
したいと考えています。
（東予地方局建設部河川港湾課回答）

・建設部

3
・防犯灯の設置をお願いしたい。上組と西中の区
間で不備なところがある。

【市民安全部長】
・防犯灯は、基本的に自治会が設置したものに市が補助することとなっています。市道の街路灯
との関係もあり、集落間を結ぶものについては、市全体として何ができるか検討したいと思いま
す。

・防犯灯の設置については、重要なコミュニティ活動の一環と
して、自治会等において設置に取り組んでいただき、それを
行政が補助金の交付により後押ししています。
　そうした中、平成4年度から毎年度（H26～27年度を除く。）、
四国電力㈱の地域貢献活動の一環として、同社から市に防
犯灯を寄贈いただいております。
　同社から寄贈の申入れをいただいた際には、市から西条地
区防犯協会各支部長に要望の有無を問い合わせております
が、寄贈灯数に限りがあること（本市全域で10灯程度）や、設
置後の維持管理や電気料金の支払いは地元自治会に御負
担いただく必要があるなどの条件等があります。
　しかし、地元負担なしで不備区間を解消する有効な一策と
考えられますので、地元の関係自治会や防犯協会支部と御
相談の上、四国電力㈱寄贈防犯灯について問合せがあった
場合には、要望を上げることをご検討いただきたいと思いま
す。

・市民安
全部

市政懇談会（禎瑞公民館）における意見等の概要

※「対応状況・今後の方針」の記載内容は、
　　　　　　　　　　　市政懇談会開催日時点のものです。
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4

・禎瑞は高齢化が進んでいる。独居老人も多く、
困っているのは、買い物、病院への通院である。
いきいきバスはいい制度であるが、禎瑞地区にお
いては、運行している地域が西禎瑞から八幡、東
禎瑞は上組を通っているが、それ以外の地区か
ら歩いていくのは大変である。出来れば海岸線を
通るルートや、マイクロバス的なものは出来ない
か。それが無理ならタクシー券の配布を考えても
らいたい。

5

・同様の意見であるが、土手まわりは難しいが、昔
から通っていた東側の入り口から中組・八幡・新
兵衛のルートが停まらなくなった。これはどうして
か、前より不便となった。

6

・児童クラブに通っているが、児童数に対して教
室の面積が狭いように思う。今年のアンケート調
査の際に意見を伝えたが、アンケートの集計結果
等はどうなっているか知りたい。

【保健福祉部副部長】
・担当課に確認して回答致します。
【市長】
・児童クラブの対象について、昨年から3年生までだったものを、6年生まで広げました。人数が
多くなった分、1人当たりの面積が狭くなったのかもしれません。アンケートについては、担当課
から回答いたします。現在、子どもの医療費について補助を設けており、子育てしながらも働け
る環境を整えていきたいと思います。

・本市児童クラブの専用面積については、厚生労働省令の基
準に従い、平成27年4月1日施行の「西条市放課後児童健全
育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」にて
「児童一人につきおおむね1.65平方メートル以上」の基準を
設けており、現在のところ、全ての児童クラブがこの基準を満
たしています。
　禎瑞児童クラブについては、一日平均利用児童数が、平成
26年度では10人（一人あたり面積4.00㎡）であるのに対し、平
成27年度では、面積基準を満たしてはいるものの16人（一人
あたり面積2.50㎡）と増加しているため、児童及び保護者が施
設を狭いと感じる結果となったものと考えられます。
　アンケート調査については、今年３月に、開所時間の延長と
おやつの実施に対する意識調査及び学習支援等の取組の
効果測定を目的として無記名で実施し、集計結果は、本市
ホームページにて公表させていただく予定です。
　また、本調査票の自由意見欄では、禎瑞児童クラブを利用
する保護者からの、施設及び設備の充実を求めるご意見をは
じめ、貴重なご意見を多くいただいており、今後、本市児童ク
ラブの整備を計画的に進めていくうえで、参考にしてまいりた
いと考えています。

・保健福
祉部

【市長】
・いきいきバスは3年前から始めました。その際は、他市へ行くバスは利用できませんでしたが、7
月からは市内での乗降であれば、全ての路線で利用できるように、改善を進めています。これ
は、試験的なものであり、最終的なものではありません。また大勢が利用し経営も改善されれば、
路線も増え、低床バスの導入にもつながります。この機会に皆さんにもバスの利用をお願いした
いと思います。また、路線の変更については、ダイヤ改正時に検討したいと考えています。

【４　について】
・西条市地域公共交通活性化協議会等を通じ、市内の公共
交通の利便性が向上するよう、取り組みを進めています。当
地域でも利便性の向上が望まれているのは承知しています
が、多額の費用負担も生じるため、困難な部分も多いのが現
状です。今回のご意見を参考に、今後の検討を進めていきた
いと思います。

【５　について】
・バスの時刻表に、これまで使っていたバス停が掲載されてい
なかったため、バス停がなくなり、バスが停まらなくなったと勘
違いされたようです。バスの時刻表へは主なバス停しか掲載
しておりません。瀬戸内運輸へは利用者に誤解されないよう、
時刻表印刷時には「主なバス停の時刻を掲載しています。」
等の一文を入れていただくよう要請しました。

・保健福
祉部
・企画情
報部
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